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(1) Angiosarcomaを思わせた下，肢の
Haemangioma cavernosumの l例




































































































































(8) 両側 Malgaine骨折の l治験例
整形佐藤正泰
骨折としては梯な両側Malgaine骨折をキャ ンパス
帯による骨獲の懸垂と下肢の Braun氏架台上におけ
る重鍾銅線牽引を行ないp 約14週間で治癒せしめえた
のでその経験について報告した．患者は13才の女子中
学生であり，骨盤骨折に際し起る副損傷が認められな
い幸運な例で，安全地帯とトラックの後輪との聞に狭
まれて起こったものであった．
